
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに チャレンジ！ 
       綾川中学校 

学校だより No.２１ 

２０２６年３月２日 

３月 弥生（やよい） 三寒四温 
３月になりました。３月の和風月名（異称）は、「弥生（やよい）」がよく知られています。「弥（い

や）」は“いよいよ・ますます”、「生（おい）」は“草木が芽吹くこと”を意味し、草木がいよいよ生い
茂る月という意味があるようです。 
また、この時期によく使われる言葉に「三寒四温（さんかんしおん）」があります。もともとは、三

日ほど寒い日が続いた後に四日ほど暖かい日が続くという、寒暖を繰り返しながら春へと向かう様子
を表す言葉です。寒さと暖かさを行き来しながら、少しずつ季節は確実に前へ進んでいきます。寒さ
の中にもやわらかな日差しを感じ、春の訪れを実感する時期となりました。生徒たち一人一人の歩み
が、希望に満ちたものでありますよう願っております。 

 

１、２年生 学年末テストに取り組みました 
２月２４日（火）～２６日（木）、１、２年生は本年度最後の学年末テス 

トに取り組みました。そのテストが今、返却されています。解答や解説を 
聞き、間違った問題の見直しを行い、確かな学力の定着に向けた取組を続 
けているところです。学級日誌を提出に来た生徒に学年末テストへの取組 
について尋ねると、「今回は今までで一番学習した」「苦手教科に時間をか 
けて準備した」「２学期の期末テストよりも分かった、できた、解けたと思 
う」という自分なりに努力したという生徒が多くいました。一方、「○○の 
教科は、もっと早くから準備すればよかった」や「△△の授業の時に質問 
して、教えてもらっておけばよかった」という準備不足を感じている生徒 
もいました。いずれにしても、今の自分の状況を的確に捉え、振り返って 
いることに感心しました。 
 

頑張れ！ ３年生  面接練習を行っています 
３年生は公立高等学校の一般選抜に向けて、学力検査の準備だけでなく、面接の練習を行っていま

す。公立高等学校の面接は、第１面接と第２面接を連続して行い、２名の面接担当者によって行われ
ます。質問の内容は、「進学の目的、高校生活への期待及び将来の希望等進路に関する事項」や「中学
校時代にいちばん力を注いだこと、印象に残ったこと及び総合的な学習の時間における学習活動など
学校内外での活動に関する事項」「当該学科の特色に応じた事項」「言葉による自己アピール」です。 
３年生は、面接担当者にいい印象をもってもらえるように、表情や服装、頭髪等を整え、面接の所

作をきちんと身に付けるために、返事や言葉遣い、お辞儀や立ち居振る舞いも意識して学校生活を送
っています。また、質問に対する返答は、何度も何度も練り直し、自分の言葉で思いや考えがしっか
りと伝わるように表現しようと練習しています。入試当日は、大変な緊張の中での面接になると思い
ますが、繰り返し練習してきた自分を信じて堂々と答えてほしいと思っています。応援しています。 
以前、朝礼で、生徒たちに「現在というのは、過去の結果であり、未来の原因となるものである。」

という言葉について話しました。生徒たちには、常にこの言葉を心に留め、現在の結果というのは、
これまでの歩みがもたらしているものなのだと受け止め、良かったことは“励み”にして、悪かった
ことは“向上心”に変えて、これからも「今」という瞬間を大切にしながら努力することを続けてほし
いと願っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境委員が中心となり、中庭に花を植えたプランターで「努力開花」の文字をかいています。全校

生徒がそれぞれの目標達成に向けて、一日一日を大切に精一杯取り組んでほしいという思いをメッセ
ージとして送っています。 

【中庭にプランターでかいた文字 環境委員会からのメッセージ 「努力開花」】 

【１年生】 

【２年生】 


